
2017(H29)年度
市政運営方針

　

UR都市機構から桑ケ谷公園に隣接している緑地の寄付を受け、UR都市機構、市民団体と協働して子ども
たちの冒険遊び場である「プレーパーク」の試行実施をスタートする。

URと市民団体の協働により、平成29年度から施行実施を含めて12回開催し、368名の参加があり、月1回開催のめ
どを立てることができた。

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

（平成30年度新規事業）
木竹を利用した木登りや竹細工、ツリーテラスづくりなどのプレイパークを、UR都市機構、プレーパーク実行委員会
と協働して桑ケ谷緑地で実施してきた。

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

予
定
・
目
標

24　まちなかのみどりを育てるまち

プレーパーク推進事業

２　安心して子どもを産み育てることができ、子どもの健やかな成長と学びを支える

2017(H29)年
度の取り組み

施策目標

所信表明

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

○

事業概要
（目的・内容等）

枚方市とUR都市機構とで締結した包括連携協定に基づき、子育て環境の充実と地域の活性化を図るため、、子
どもたちが創造や工夫により自ら遊び場を作る「子どもの冒険遊び場」として、まちなかにある斜面林という立地条
件を活かし、UR都市機構が所有する香里ケ丘地区の桑ケ谷の緑地において市民活動団体と協働してプレー
パーク事業を行うもの。平成30年度末に桑ケ谷の緑地がURから市に寄付されるのを契機として、プレーパークとし
ての実績等を見極めながら運営主体を市に移行する。

実
績

(

評
価

)

みち・みどり室

予
定
・
目
標

事業名 185

市
長
公
約
と
の
関
係

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育て
世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出します。

実
績

(

評
価

)

・UR都市機構より運営経費の協力得て、ﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ事業を推進する。予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

２　子どもたちが健やかに育つことができるまち

2018(H30)年
度の取り組み

基本目標総
合
戦
略

と
の
関
係



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

当初目標値 達成年度

指標名 施策指標

指標の説明

単位

指標の説明 達成年度

施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

　

指標名

H28

H28

H28 R1

H27

指
標
の
実
績
（

評
価
）

- 11

課題・今後の対応

【課題】
現在、一人のプレーリーダーが中心になって運営しており、他のプレーリーダーの育成が急務である。また、事業を
継続的に進めるにあたっては、後方支援してもらえる企業や市民団体等のスポンサー探しが求められる。

【今後の対応】
令和2年度より年間を通して安定したプレーパークを実施するため、次世代のリーダー（枚方高校生物飼育部の学
生がスタッフとして5名ほど参加の予定）を育成していく。

4

指
標
の
実
績
（

評
価
）プレーパークの開催回数

12 回/年

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標 H28

指標の説明

達成状況（実行計画）

単位：千円

受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 0 0 0

2019(R1)年度 1,569 0 0 0 0 0

年度 事業費総額 国庫支出 起債

2018(H30)年度 0 0

達成年度

単位

目標値(R1)

R1指標名 H26

指標名 R1

--

H29

H30

H26 H30

令和元年4月より月１回、プレーパークを開催。広報ひらかたなどPRの
効果もあって、上半期は1回あたり100～200人が参加し、好評を得た。

当初目標値

1,569

0

2017(H29)年度 0

0 0 0

0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0

単位

目標値(R1)H27

プレーパーク開催数 12

達成年度

整備事業の場合の総事業費 0

事業費（決算ベース）
府支出金

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27

施策指標

　

目標値(R1)

当初目標値

市民団体と連携して、市の委託事業として実施することにより、継続してプレーパークを運営する手法を確立し、組
織づくりを支援する。
月１回、年間12回の開催。

2019(R1)年度
の取り組み

○：達成に向けて進行・継続中

備考

実
績

(

評
価

)

予
定
・
目
標

・ひらかたプレ－パ－ク実行委員会に委託してプレ－パ－クを月１回、年間12回実施した。
・上半期は1回に100人から200人の参加があり、子どもにとって自然と遊べる場のニーズの高さが伺えた。
・参加者の親からなる市民活動団体が結成され、毎月のプレーパーク開催日の1週間前に会場の草刈、整備、遊び
用具の準備などの活動を頂けるようになった。

H29

当初目標値

目標値(R1)

単位R1H29 H30

H26 H29

H26 H27



予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

・都市計画道路における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

市道緑化推進事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

24　まちなかのみどりを育てるまち

事業概要
（目的・内容等）

まちなかの緑地空間を創出するため、市道における街路樹の整備や適正な維持管理を行う。

道路河川管理課
道路河川整備課

事業名 186

市
長
公
約
と
の
関
係

・都市計画道路（牧野長尾線・御殿山小倉線・中振交野線・長尾杉線）における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

所信表明

→推進

・都市計画道路（枚方藤阪線・牧野長尾線・御殿山小倉線・中振交野線・長尾杉線）における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

2017(H29)年度
市政運営方針

　

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・都市計画道路（牧野長尾線・御殿山小倉線・中振交野線・長尾杉線）における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育
て世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出します。

・都市計画道路（牧野長尾線・御殿山小倉線・中振交野線・長尾杉線）における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

→推進予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

当初目標値 達成年度

R1H29H26 H27

指標の説明 当初目標値 達成年度

国庫支出

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位

当初目標値

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 0

事業費（決算ベース）

0 0 0 0 0

0

2017(H29)年度 0 0 0

単位：千円

府支出金 起債 受益者負担

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28指標名

指標の説明

34,283

H29

34,240

単位

34,283

指標名

34,240

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

街路樹延長距離

施策指標

単位H30

H26

35,700 m

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29

0

年度 事業費総額

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

R1H30

34,283

その他 一般財源

2016(H28)年度 0 0 0

2019(R1)年度 0 0

2018(H30)年度 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

達成状況（市長公約）

関連指標
施策指標

H27

指標名 H26

○

指標の説明

市道の緑化済道路延長距離

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

目標値(R1)

R1

達成年度

34,283

目標値(R1)

・都市計画道路事業の計画的な実施
・国庫補助金などの財源の確保
・地元や関係機関との協議、合意形成
・整備済み街路樹の適正な維持管理

課題・今後の対応

幹線道路（植樹帯含む）の整備がないため街路樹延長が伸びていな
い。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

・都市計画道路（牧野長尾線・御殿山小倉線・中振交野線・長尾杉線）における街路樹の整備推進
・整備済みの街路樹の維持管理

→推進



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

東部公園については、東部スタジアムに照明灯を設置し、利便性の向上と利用促進を図り、星ケ丘公園については、自
然環境を生かした開設エリアの拡大に向けて整備を進める。
天満川緑道については、北楠葉地区の整備を行い、市民に自然とふれあう憩いと安らぎの空間を提供するとともに、地
域住民の災害時における避難路としての機能を確保する。

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

①星ケ丘公園：2.1haの近隣公園であり、平成22年度から9年間で順次買い戻し、一般会計所有地0.2haと併せて3年
ごとに整備工事を実施している。平成27年度は第2期整備工事を実施した。
②東部公園：6.8haの総合公園であり、平成26年度に野球場、駐車場等の第1期整備工事を完成し、平成27年度は
第2期造成工事とドッグラン整備工事を実施した。
③天満川緑道：平成27年度は未整備区間（１２０ｍ）である北楠葉地区の詳細設計を実施した。
④茄子作公園：1.8haの近隣公園であり、平成25年度に暫定整備部分の詳細設計を実施するが、事業化の予算確
保ができない。
⑤花に囲まれたまちづくり：駅前の花壇において、年４回花の植替えを実施していく。
⑥桜の名所づくり：平成26年度末で4,455本の桜を植樹した。
⑦中振中央公園：4ｈａの地区公園であり、事業用地内の買取申入れを受けて平成24年度に先行取得し、平成２６年
度に一部暫定整備した。平成27年度は新たに買取申入れが提出され、都市計画施設整備検討委員会に諮り買取
を決定した。

公園整備事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

24　まちなかのみどりを育てるまち

事業概要
（目的・内容等）

市民が日常生活の中で自然と親しめる場を確保するため、まちなかの公園整備を進めるとともに、桜の名所づくり
などに取り組む。

みち・みどり室事業名 187

市
長
公
約
と
の
関
係

①平成28年度は用地取得を行い、平成30年度の第3工区の整備に向けて取り組んだ。／②平成28年度は、大型複
合遊具や展望広場を有した第2期施設整備工事を施工し完成した。また、平成28年8月には、第2期工事区域内の
ドッグラン施設を試行的に開設した。／③平成28年度は、未整備区間である北楠葉・楠葉中町地区の緑道整備の
ための用地取得交渉を行い、整備を進めた。／④予算の確保ができなかった。／⑤「駅前花壇」や市内の公園で四
季折々の草花の植栽を行った。／⑥桜の植樹については、一定、目的を達成した。

所信表明

①⑤⑥→推進
②東部公園の野球場照明灯設置工事、グランドオープン
③天満川緑道の整備工事

①星ケ丘公園の用地買戻し／②東部公園の第2期緑地整備工事／③天満川緑道の用地測量、用地買収／④茄
子作公園の暫定整備工事／⑤駅前花壇や公園等で草花や花木の植栽／⑥市民・事業者等と協働で河川などへ
の桜の植樹

2017(H29)年度
市政運営方針

○

○

東部公園については、東部地域の魅力向上と市民が自然とふれあい親しめるよう第２期緑地整備を進める。星ヶ丘公園
は、自然環境を生かした開設エリアの拡大に向けて整備を進める。天満川緑道については、未整備区間である北楠葉
地区の整備を行い、市民に自然とふれあう憩いと安らぎの空間を提供するとともに、地域住民には、災害時の避難路とし
ての機能確保を行う。

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

①平成30年度は用地取得を行い、第3工区の自然環境を生かした園路等を有する公園整備を行った。なお、平成
30年9月4日に発生した台風21号の被害を受け令和元年度へ繰越措置を行っている。
⑤「駅前花壇」や市内の公園で四季折々の草花の植栽を行った。
⑦中振中央公園については財政事情により令和3年以降での着手予定。

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育て
世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出します。

①平成29年度は用地取得を行い。平成30年度の第3工区の整備に向けて取り組んだ。/②平成29年度は照明及び
音響設備工事を施工を行い完成し、東部公園は全て完了した。/③平成29年度は平成28年度から繰越した用地の
取得及び緑道整備工事を施工を行い完成し、天満川緑道の整備事業は完了した。/⑤「駅前花壇」や市内の公園
で四季折々の草花の植栽を行った。／⑥桜の植樹については、一定、目的を達成した。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

①星ケ丘公園の用地買戻し、公園整備
⑤→推進
⑦中振中央公園の用地買収、詳細設計

予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

○

指標の説明

市内における桜の植樹本数 （累計）

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

4,477

指標名

4,477

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

桜の植樹本数（累計）

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

指標の説明

1,631,000整備事業の場合の総事業費 776,0002,407,000

0 0 0

事業費（決算ベース）

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

4,477

R1H30

4,4774,455

H29

4,477

単位

％

4,555 本

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

0 0 0 0 22,463

431,487

2017(H29)年度

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

0 0 419,021

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 543,487 112,000 0

2019(R1)年度 35,583 13,120

2018(H30)年度 222,506 19,000 0 0 0 0 203,506

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

533,021 114,000 0 0

①星ヶ丘公園は、平成30年度に工事着手し、翌年へ繰越し1.2haを供用を開始する。残り区域の整備については、
必要性や実現性を含め今後の検討が必要となる。
⑦中振中央公園は、用地取得が比較的に集中した南側の１haを先行整備していく。残り区域の整備については、
①と同様で今後の検討が必要となる。なお、財政事情により着手時期の決定は困難である。
また、未着手である招提今池公園は5.5ｈａの地区公園であるが、地域から整備が求められている。

課題・今後の対応

事業当初の桜植栽本数は既に達成している。日本さくらの会からの無
料配布事業も応募規定に合わなくなり、達成目標もクリアしていることか
ら、本事業を終了する。（平成27年度事務事業実績調書より）

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

①令和元年度は星ヶ丘公園の第３工区の園路広場や植栽等の公園整備を行った。
⑤「駅前花壇」や市内の公園で四季折々の草花の植栽を行った。

①星ケ丘公園の用地買戻し、公園整備
⑤→推進

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課
市駅周辺等ま

ち活性化部

土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

公園の再整備については、図書館とともに香里ケ丘地域の活性化に寄与する施設となるよう、図書館整
備と一体的に取り組む。

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

平成29年度新規事業

香里ヶ丘中央公園改修事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

24　まちなかのみどりを育てるまち

事業概要
（目的・内容等）

香里ケ丘中央公園を取り巻くまち並みは、団地の再整備や近隣の商業施設のリニューアルとともにまちの賑わ
いを取り戻しつつあるなか、香里ヶ丘図書館と香里ケ丘中央公園は老朽化した施設として根本的な改善が求め
られ、利用者ニーズにあった施設機能の整備が課題となっている。このため、図書館の建て替えと合わせ、本公
園の改修工事により香里団地センター地区の拠点にふさわしい機能を確保し、地域の更なる賑わいを図る。

市駅周辺等まち
活性化部
みち・みどり室

事業名 188

市
長
公
約
と
の
関
係

所信表明

・公園改修事業実施設計

2017(H29)年度
市政運営方針

　

○

新たな魅力を創出し、まち全体のさらなる活力へ広げていくため、平成32年夏のオープンに向け香里ケ
丘図書館と香里ケ丘中央公園の整備を一体的に進めます。

○

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

平成30年度については、緑化法面工事を行い安全性の確保と修景向上を図る整備を行った。

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育
て世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出します。

平成29年度については、図書館設計事業者により図書館周りの法面の改修設計業務を行い完了した。
実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

・1期整備工事に着手（擁壁工事)予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

2

指標の説明

有料施設である多目的運動広場の年間使用
率

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

催しイベント等による申請件数（地域でのレク
リエーションやスポーツの充実）

-

指標名

61

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

多目的運動広場の施設使用率

今後、整備工事に着手するとともに、計画目標達成に向け進めていく。

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

-

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 0

事業費（決算ベース）

　

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28

　

指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

64

R1H30

65-

H29

60

単位

　

公園使用の申請件数 - 5 件8

68 ％

9 4

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

0 0 0 0 20,477

0

2017(H29)年度

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

0 0 1,905

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 0 0 0

2019(R1)年度 31,177 10,700

2018(H30)年度 47,324 2,000 0 0 0 0 45,324

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

1,905 0 0 0

本事業は香里ヶ丘図書館の建て替えと一体的整備を行うこととなっており、図書館整備とのスケジュール調整を
密に行うとともに、整備後は図書館と公園の一部であるみどりの広場を一体的に管理運営する手法として、指定
管理者制度の導入を図り魅力ある施設をめざす。
なお、令和２年度は公園駐車場の拡張工事を行い事業完了を目指す。

課題・今後の対応

今後、整備工事に着手するとともに、計画目標達成に向け進め、H30よ
り向上した。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

みどりの広場及び歩行コースの整備を行った。

・2期整備工事完了（みどりの広場整備、駐車場拡張工事・歩行コース整備等）

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

まちなか緑化やみどりの保全を持続的・効果的に推進できるよう、市民や市民団体、事業者など多様な
主体が連携して活動する基盤となるみどりのプラットホームづくりに取り組む。

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

平成29年度新規事業

みどりのプラットホーム設置・運営事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

24　まちなかのみどりを育てるまち

事業概要
（目的・内容等）

平成27年度に策定した「枚方市みどりの基本計画」では、「まちなか緑化」を重点テーマに設定し、きめ細やかな
緑化推進に積極的に取り組むこととしている。
しかしながら、限られた財源の中、持続可能で効果的にまちなか緑化を推進するためには、行政のみならず市
民や市民団体、事業者・大学といった多様な主体が連携し、取り組みを進めることが必要不可欠である。そのた
め、多様な主体が一同に会し、まちなか緑化の推進について互いのニーズや課題を共有するとともに、アイデア
を出し合いながら、「楽しもう！」をキーワードに相互にメリットを享受できる取り組みにつなげられる場として「みど
りのプラットホーム」を形成する。

※みどりのプラットホームとは・・・多様な主体がみどりづくりや保全等に参加できる場を設けるとともに、各主体の
ニーズの変化に柔軟に対応し、市のみどり施策に関し、最大限の成果を出し続けるために必要な土台となる環
境

みち・みどり室事業名 189

市
長
公
約
と
の
関
係

所信表明

・プラットホーム設置検討に向けた基礎調査業務委託
・キックオフ記念シンポジウム開催（70周年記念事業）

2017(H29)年度
市政運営方針

○

○

市域全体のみどりづくりの活動が進められるよう、市民・市民団体など多様な主体が連携できる場として
のプラットホームづくりに取り組みます。

身近なみどりにふれあいながら暮らせるよう、市民や市民団体、事業者が連携し、楽しみながらまちなか
緑化の推進や公園・緑地の利活用の促進につながる取り組みを企画し、実践の場となる、みどりのプラッ
トホームづくりを進めます。

○

総
合
計
画
と
の
関
係 （関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育
て世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出しま
す。

・プロポーザル方式によりみどりのプラットホーム設置・運営支援業務の委託契約を結び、今後の活動の方向性や
可能性を検討するため、みどりに関わる活動を実施している市民など20人を対象としたインタービューによる基礎
調査やみどりの拠点などの現地調査を行った。
・市制70周年記念事業の一環として、みどりのプラットホームキックオフ記念シンポジウムを開催した。みどりでつな
がるまちづくりをテーマとして、コミュニティデザイナーと市長との対談などにより、参加者105名のみどりのプラット
ホームへの理解を深めるとともに、今後の参画意欲の向上を図った。

実
績

(

評
価

)

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

　

スポンサー企業数

指標名

指標の説明

スポンサーとして支援いただける企業数

6

指標の説明

プラットホーム会議に参加した年間の延べ人
数

指
標
の
実
績
（

評
価
）

指標の説明

プラットホームで企画したイベントの延べ実施
数

-

指標名

0

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

複数の主体のプラットホームの参加人
数

イベント回数は、目標値（Ｒ１）は下回ったものの、平成30年度に比べ、
令和元年度は増加した。

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位

０ 3

R1H29

社

H26 H27

-

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 0

事業費（決算ベース）

- - - 0 0

指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28

　

指標名 施策指標

年度内の連携企業の獲得には至らなかったものの、NPOとの意見交換
会やシティープロモーション推進プラットホームを活用したことにより、
今後自主運営をしていく中で支援や連携が考えられる複数企業との協
議を進めた。

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

110

R1H30

--

H29

111

単位

プラットホーム発のイベント企画の実
施数

- - 回10

200 人

0 1

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

2,247 0

0

2017(H29)年度

達成状況（実行計画）○：達成に向けて進行・継続中

0 3,195 0

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 0 0 0

2019(R1)年度 2,247

2018(H30)年度 3,000 0 0 0 0 3,000 0

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標

・プラットホーム設置運営業務委託の支援を基に、市民からみどりのプラットホームメンバーを募集を実施し、参加
者が集まりみどりのプラットホームに着手した。
・みどりのプラットホームのメンバーによる実験イベントを11月10日に実施し、多くの来場者を集めた。
・みどりのプラットホームでのワークショップを計9回実施し、活動に向けた検討を実施した。

施策指標

H27

3,195 0 0 0

・みどりのプラットホームに対し、枚方市みどりの基本計画に基づく緑化推進の理念を共有し、「まちなか緑化」や
「公園・緑地の利活用」を進めるため、必要に応じて他の緑化団体と連携する場の設置や、市関係部署との調整
等、支援の手法を検討する必要があると考えられる。
・みどりのプラットホームは、今後、活動の担い手たちが自立して、まちなかの緑化の推進や公園・緑地の利活用
の促進につながる取り組みをスタートしていく。市は、これらの取り組みを側面的に支援するため、情報共有・提
供等を行っていく。
※みどりのプラットホーム設置・運営事業は令和元年度で終了し、令和２年度以降は緑化推進事業として、運営
を支援していく。

課題・今後の対応

会議の参加人数は、令和元年度は微減し、目標値（Ｒ１）から大きく下
回ったが、プラットホームの自主運営及び継続的な活動に向けて、会
議の内容はより充実したものとなった。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

・プラットホームのメンバーにより、緑化フェスティバルへ出店等、公的空間を活用したイベント企画・実践、先行事例（泉北ニュー
タウン）の視察等を行い、自主運営及び継続的な活動に向けた取り組みの検証を行った。
・まちなか緑化の推進の活動として、市民が作成したハンギングバスケット等を用いて、枚方市駅前の歩道橋を1日限定で緑化す
る「ゲリラ緑化」を実施した。また、枚方に新たなみどり（カラマンシー）を広めていく「みどりの里親プロジェクト」を開始した。
・みどりのプラットホームの活動をまとめたハンドブックを作成し、活動の情報発信やメンバーの募集に活用した。

実
績

(

評
価

)

・プラットホーム設置事業検討業務委託
・プラットホームのメンバー募集及びワークショップによるみどり空間に変える実験

予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

・プラットホーム設置運営業務委託。
・プラットホームの自主運営・継続的な活動に向けた勉強会の実施。
・支援・連携企業の獲得及び自主財源の確保に向けた取り組み。

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)



（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 土木部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

花いっぱい運動などの緑化推進事業は、平成25年度に、解散した（財）枚方市公園緑化協会より引き続き市で実施
している。
また、花と緑のまちづくり事業については、平成26年度は花と緑の拠点づくり事業の地域コミュニティ拠点づくり事業
に4件の申請があり、審査会での審査の結果、4件とも選定された。平成27年度は花と緑の拠点づくり事業の地域コ
ミュニティ拠点づくり事業に1件、施設緑化事業の生垣緑化事業に１件の申請があり、審査会での審査の結果、２件
とも選定された。

緑化推進事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち

予
定
・
目
標

実
績

(

評
価

)

24　まちなかのみどりを育てるまち

事業概要
（目的・内容等）

従来から実施していた緑化推進事業に加え、まちなかの緑化を推進するため、花と緑のまちづくり基金を活用し、
市民による民有地緑化活動やまちなかの花壇整備に対する支援を行う。

みち・みどり室事業名 190

市
長
公
約
と
の
関
係

・市立の小中学校、保育所等へ花の種子、球根、資材等を配付する花いっぱい運動の実施
・緑化フェスティバルや園芸講座の開催
・緑化を行う地域等への樹木の配付や、新生児の誕生を記念して苗木の配付
・花と緑のまちづくり事業は、平成28年度は、花と緑の拠点づくり事業に3件の申請があり、枚方市花と緑のまちづくり
事業選定審査会において審査が行われ、3事業とも選定された。また、施設緑化事業について、実績が1件にとど
まっていることから、申請件数の増加に向けて、対象とする施設の面積要件を緩和するなど要綱の改正を行った。
・平成29年度、みどりのプラットホーム設置・運営事業を委託化に向けて、検討した。

所信表明

→推進

・市立の小中学校、保育所等へ花の種子、球根、資材等を配付する花いっぱい運動の実施
・緑化フェスティバルやみどりの講習会の開催
・緑化を行う地域等への樹木の配付や、新生児の誕生を記念して苗木の配付
・オープンガーデンや広場づくりなど花と緑の拠点づくりへの支援
・花壇整備や屋上緑化、生垣の緑化などへの支援
・みどりのプラットホームの設置に向けた検討

2017(H29)年度
市政運営方針

○
市域全体のみどりづくりの活動が進められるよう、市民・市民団体など多様な主体が連携できる場としての
プラットホームづくりに取り組む。

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総
合
戦
略

と
の
関
係

・市立の小中学校、保育所等へ花の種子、球根、資材等を配付する花いっぱい運動の実施
・緑化フェスティバルや園芸講座の開催
・緑化を行う地域等への樹木の配付や、新生児の誕生を記念して苗木の配付
・花と緑のまちづくり事業の施設緑化事業については1件の申請があり、選定された。また、例年申請件数が少ない
ことから、申請件数の増加につなげるため、周知ツールの工夫や、要綱の改正を行った。

取り組みの方向
24-①　市民が日常生活の中で、自然とふれあい親しめる場を確保するため、まちなかのみどりや、子育て
世帯など幅広い世代の人々にとって憩いの場となる公園、河川敷などの緑地空間を守り、創出します。

・市立の小中学校、保育所等へ花の種子、球根、資材等を配付する花いっぱい運動の実施
・緑化フェスティバルや園芸講座の開催
・緑化を行う地域等への樹木の配付や、新生児の誕生を記念して苗木の配付
・花と緑のまちづくり事業において、花と緑の拠点づくり事業に1件の申請があり、枚方市花と緑のまちづくり事業選
定審査会において審査が行われ選定された。また、施設緑化事業について、実績が1件にとどまっていることから、
申請件数の増加に向けて、造園業協会への周知依頼や開発協議の際に事業者への周知を行い、ＰＲ強化を図っ
た。

実
績

(

評
価

)

実
績

(

評
価

)

→推進予
定
・
目
標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

予
定
・
目
標



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

29.7

○

指標の説明

都市公園やそれに準じる施設、緑地保全地域
などの法律や条例などで土地利用を管理して
確保する緑地など、将来にわたって確保される
可能性の高い担保性のある緑地の面積

指
標
の
実
績
（

評
価
）

○

指標の説明

第二京阪道路以西の地域における緑で被わ
れた土地の面積の割合

1,512

指標名

1,512指
標
の
実
績
（

評
価
）

H28

目標値(R1)H27

【再掲】緑地面積

令和元年度に緑被率の調査を行った結果、平成27年度に調査した値と
変化がなかった。

H30

単位H26 H29

指
標
の
実
績
（

評
価
）

目標値(R1)

単位R1H29H26 H27

29.7

指標の説明

0整備事業の場合の総事業費 00

0 0 5,148

事業費（決算ベース）

指標名 施策指標
指
標
の
実
績
（

評
価
）

H30H27 H28 R1

施策指標 H28指標名

指標の説明

当初目標値

施策指標 目標値(R1)

R1指標名 H26

達成年度

1,509

R1H30

1,5111,516

H29

1,509

単位

まちなかの緑被率 29.7 29.7 ％29.7

1,521 ha

29.7 29.7

備考

実
績

(

評
価

)

H28 H29 単位H30

H26

2,907 17,778

5,698

2017(H29)年度

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

0 2,850 6,942

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 10,846 0 0

2019(R1)年度 20,685

2018(H30)年度 8,923 0 0 0 0 100 8,823

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

9,792 0 0 0

・新生児誕生記念苗木の配付に関しては、手法や配布時期を再検討し、より緑化推進につながる配布方法に変更
する必要がある。
・花と緑のまちづくり事業については、より多くの応募を募り、より効果的に事業実施をしていく必要があるため、周
知の方法の工夫や補助内容の見直し等が必要である。
・花いっぱい健康づくりプロジェクトについて、3年（令和元年から令和３年）を目途に指導や資材の提供を行うが、
その後の施設での活動の自立が課題となるため、施設への支援策を検討する必要があると考えられる。

課題・今後の対応

生産緑地面積は微減したものの、提供公園の帰属等により施設緑地が
微増したため、令和元年度は、平成30年度と同数値となった。

当初目標値 達成年度

2019(R1)年度
の取り組み

予
定
・
目
標

・市立小中学校、保育所等へ花の種子、球根、資材等を配付する花いっぱい運動を実施した。また、緑化を行う地
域等への樹木の配付や、新生児の誕生を記念して苗木の配付を実施した。
・緑緑化推進を主体的に担う市民の意識の醸成と持続的な活動につながる担い手の育成のため、緑化フェスティバ
ル及び園芸講座を開催した。
・花と緑のまちづくり事業については、周知方法を効果的に見直すことで、花と緑の拠点づくり事業1件、施設緑化事
業2件の事業が実施された。
・花いっぱい健康づくりプロジェクトを新たに開始し、3か所の市内福祉施設で種から育てた花苗を、市の管理する公
園3か所へ配布した。

→推進

当初目標値 達成年度

当初目標値 達成年度

目標値(R1)


